
 

 

 

 

 

第５章 

 

障害に強い観測施設の例 
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▽ 

地表からの
立ち上がり 

砂溜まり 

遮水材 

ストレーナー 

観測孔の設置場所は水と植
物の繁茂に注意する。 

調査や対策が可能な
口径・構造にする。 

保孔管 
(無孔管) 

隙間からの水や土
砂の流入を防止 

観測対象の帯水層の深
度に設ける。 
土粒子の大きさを考慮
した開口部の大きさに
する。 

土粒子の流入を抑制 

土砂堆積の影響を軽減 
孔底の蓋 土砂の流入を防止 

充填材 

異物の侵入を防止 

孔口の蓋 

地下水位 

フィルター 

止水区間 

無孔区間、止水区間、ス
トレーナー区間によって
適切な材料を選ぶ。 

収納施設 風雨等からの
保護 

1. 主な留意事項 

 

 観測孔の構造や掘削・仕上げに気を付けることで、障害に比較的強い観測施

設とすることが重要です。 

 

【解 説】 

 障害に比較的強い観測孔のイメージを以下に示します。実際には観測の目的や

設置場所の状況に応じた観測施設とすることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 障害に強い観測施設のイメージ（例）※１ 

（地表立ち上げ型観測孔の模式図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：それぞれの留意事項の詳細については「参考資料 第６章地下水観測施設の構造と施

工上の留意点」で説明します。  
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▽ 
地下水位 

砂溜まり 

ハンドホールの蓋 

遮水材 

保孔管 
(無孔管) 

水抜きパイプ 

孔口からの土砂の流入
や異物の侵入を防止 

ハンドホール内の
湛水防止 

充填材 

ストレーナー 
フィルター 

孔底の蓋 

新設する場合は、
とくに水の流入対
策に注意する。 

孔口の蓋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 障害に強い観測施設のイメージ（例）※１ 

（地下埋設型観測孔の模式図。地表立ち上げ型観測孔と異なる点を表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：それぞれの留意事項の詳細については「参考資料 第６章地下水観測施設の構造と施

工上の留意点」で説明します。 



 

 

おわりに 

～関連資料「農業地域における持続的な地下水利用の手引き」の紹介～ 

 

 地下水とうまくつきあうコツとして地下水位観測が重要です。観測には地下水

を調べるための施設（地下水観測井や観測孔）を使いますので、地下水観測施設

を少しでも長く正常に使うためのヒントを、この手引きで紹介しました。 

 なお、この手引きではあまり触れていない、地下水観測の具体的な方法や手

順、観測結果の整理の仕方については、関連資料の「農業地域における持続的な

地下水利用の手引き～地下水観測のススメ～」にまとめていますので、こちらも

ご利用いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/sigen/chikasui-index.html 

 


